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DMOとは？
伊賀上野DMOの推進体制のご説明
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✦ DMOとは？

出典：国土交通省 観光庁 「観光地域づくり法人（DMO）とは」
https://www.mlit.go.jp/kankocho/seisaku_seido/dmo/dmotoha.html
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✦ DMOとは？

出典：国土交通省 観光庁 「観光地域づくり法人（DMO）とは」
https://www.mlit.go.jp/kankocho/seisaku_seido/dmo/dmotoha.html
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✦ 伊賀上野DMOとは？

伊賀上野観光協会が登録DMOとなり、4つの組織で伊賀上野DMOを構成し、伊賀市全域を支援対象とする

中央日本
総合観光機構

広域連携DMO

三重県観光連盟

地域連携DMO

中央日本エリア全域を対象
（富山県、石川県、福井県、
長野県、岐阜県、静岡県、
愛知県、三重県、滋賀県）

三重県全域を対象

連
携

観光まちづくりに関する
連携協定

外部人材外部人材



担当者ワーキング
グループ

プロジェクト毎
個別打ち合わせ

伊賀上野DMOの推進体制 イメージ

トップ
会議

年２回開催

４団体の長＋α

年４回開催
事業方向性確認･決定

事業推進会議

適宜報告

月１回開催

施策間調整・進捗報告

報告書共有

事業頻度に合わせ開催

具体施策検討・実行
事務局担当者＋事業所担当者

事務局担当者＋事業所担当者

# 大分類 # 中分類

１ 地域のマーケティング
データ収集・分析

a タビナカマーケティングデータ収集
b タビマエマーケティングデータ収集
c 域内の観光に係る状況調査
d マーケティングデータ分析

２ プレイスブランディング
／情報発信

a オウンドメディアによる情報発信

b 伊賀市観光のプロモーション
（BtoCプロモーション）

c 受入環境整備

３ 旅行商品企画開発・販売
及びその支援

a 新規旅行商品の企画開発、
既存商品のブラッシュアップ

b
伊賀市旅行商品のプロモーション・
販売促進
（BtoBプロモーション）

４ 観光人材育成 a 市民・市内事業者向け観光リーダー
人材発掘・育成プログラム

５ 持続可能なDMO運営体制
の構築

a マーケティングデータに基づく
戦略策定、マネジメント

b 地域内合意形成
c DMO拠点の整備・運営

担当者WGの業務分類
【DMOガイドラインに基づき継続して取り組む事業】

事業所事務局

担当者WG＋事業者によりプロジェクトを組織して事業を実施
（例：MIRAIGAプロジェクトなど）

個別事業
【国補助金を活用するなどして取り組むプロジェクト等】
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✦ 伊賀上野DMOとは？



山崎 茜音
上山 晃弘
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✦ 伊賀上野DMOとは？

【伊賀市地域おこし協力隊】
伊藤 真弓
●担当分野
旅行商品造成 / インバウンド

伊賀市
観光振興課
(※主なメンバー)

山田 靖子
辻本 康文
増田 翔太
川崎 公輔

【伊賀市地域活性化起業人】
バリューマネジメント(株)
栗田 真由子
●担当分野
公民連携 / 旅行商品造成 / インバウンド

【CFO(会計責任者)】
(一社)伊賀上野観光協会
中浦 順一郎

【伊賀市地域おこし協力隊】
辻 竜平
●担当分野
マーケティング / 事業者ネットワーク構築

【CMO(マーケティング責任者)】
(一社)伊賀上野観光協会
安田 聡志

上野
商工会議所

鎌田 宗仁
大久保 愛

伊賀市
商工会

※2025年7月現在



観光動向について
データから見る地域全体での取組みの方向性
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✦ 日本の観光動向データ(国内旅行の状況)

●2025年1-3月期の日本人国内延べ旅行者数は、1億1,964万人(前年同期比6.0％増)、
うち宿泊旅行が6,666万人（前年同期比8.0％増）、日帰り旅行が5,298万人（前年同期比3.7％増）となった。

出典：観光庁「旅行・観光消費動向調査」※2025年1-3月期(1次速報)

日本人国内延べ旅行者数
単位：万人
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✦ 日本の観光動向データ(国内旅行の状況)

●2025年1-3月期の日本人国内旅行消費額は、５兆6,483億円（前年同期比15.5％増）となった。
●日本人国内旅行消費額のうち、宿泊旅行消費額が４兆5,866億円（前年同期比18.5%増）、
日帰り旅行消費額が1兆617億円（前年同期比4.1%増）となった。

出典：観光庁「旅行・観光消費動向調査」※2025年1-3月期(1次速報)

日本人国内旅行消費額の推移
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✦ 日本の観光動向データ(インバウンドの旅行者数)

●6月の訪⽇外客数は約337万人で、前年同月比では7.6%増となり、6月として過去最高を記録した。
●上半期累計では約2150万人となり、2024年同期を370万人以上上回るとともに、過去最速となる6か月で2,000万人突破。

出典：日本政府観光局(JNTO) 訪日外客数(2025年6月推計値)
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✦ 三重県の観光動向データ(県内主要施設の観光入込客数)

GW期間の県内主要施設の観光入込客数(2025年) 計測日数や天候等の違いはあるかもしれないが、前年と比べやや減少。

出典：三重県 令和7年GW期間の県内主要施設の観光入込客数集計表

R7 R6

R7 R6

R7 R6
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✦ 三重県の観光動向データ(インバウンドの滞在者数)

インバウンドGPS 都道府県別滞在者数(2025年1月-5月) 京阪奈-愛知間で三重県はスルー。リピーターになると来県増加。

出典：中央日本総合観光機構 中央日本観光データプラットフォーム

アジア-初訪日 アジア-リピーター
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✦ 三重県の観光動向データ(インバウンドの滞在者数)

インバウンドGPS 都道府県別滞在者数(2025年1月-5月) 欧米豪についてもアジア同様に三重県はスルー。

出典：中央日本総合観光機構 中央日本観光データプラットフォーム

欧米豪-初訪日 欧米豪-リピーター
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✦ 三重県の観光動向データ(インバウンドの滞在者数)

インバウンドGPS 市区町村別滞在者数(2025年1月-5月) 日帰り観光が多く、宿泊は他府県か。

出典：中央日本総合観光機構 中央日本観光データプラットフォーム

昼(10:00-17:59) 深夜(23:00-5:59)
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✦ 伊賀市の観光動向データ(入込客数・宿泊客数推移)

入込客数・宿泊客数推移(1月-3月期比較) 入込客数は前年比約6%減。宿泊客数は前年比約3%増。

出典：伊賀市 観光入込宿泊統計 

2024年1月-3月 2025年1月-3月
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✦ 伊賀市の観光動向データ(入込客数・宿泊客数推移)

エリア別入込客数推移 (1月-3月期比較) 全体的な減少傾向のなかでも、青山・大山田は増加。

出典：伊賀市 観光入込宿泊統計 

2024年1月-3月 2025年1月-3月
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✦ 伊賀市の観光動向データ(国内観光客消費単価)

国内観光客消費単価 (1月-3月期比較) 宿泊客が増えたこともあり、消費単価が増加か。

出典：伊賀上野DMO 来訪者アンケート

費目別消費単価

体験費/人

宿泊費/人

飲食費/人

土産購入費/人

2024年
1月-3月

2025年
1月-3月

2024年
1月-3月

2025年
1月-3月

2024年
1月-3月

2025年
1月-3月

全体 宿泊・日帰別
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✦ 伊賀市の観光動向データ(伊賀流忍者博物館入館者数)

伊賀流忍者博物館総入館者数推移 (4月-6月期比較) 総入館者数、インバウンドともに減少。

出典：伊賀流忍者博物館 内部記録データ

2024年4月-6月 2025年4月-6月
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✦ 伊賀市の観光動向データ(伊賀流忍者博物館NINJA坊売上)

NINJA坊※売上推移 (4月-6月期比較) 入館者数は減った一方で、売上はやや増加(一人あたりの消費UP)。

出典：伊賀流忍者博物館 内部記録データ

2024年4月-6月 2025年4月-6月
※伊賀流忍者博物館併設のお土産販売処
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✦ 伊賀市の観光動向データ(インバウンドの滞在者数)

インバウンドGPS メッシュ別集計(2025年1月-5月) 上野公園、城下町周辺に集中。

出典：中央日本総合観光機構 中央日本観光データプラットフォーム

上野城跡
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✦ 現状についてのPOINT

【現状についてのPOINT】

●日本全体でみると観光動向は上向き
●三重県および伊賀市においては遅れがある？
●ただし一人あたりの消費については増加傾向

旧上野市庁舎、伊賀流忍者体験施設のオープンなどひとつの契機として
より一層情報発信の強化、受入体制の整備に注力し

来訪者の増加を伊賀市一丸となって進めていく必要がある
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